
オンライン配信で会場の講義を生中継！

会場周辺の地図→会場周辺の地図→

オンライン視聴は
当院のホームページ
から事前にお申込み
ください。

会場入場は事前予約・１０名さまです。

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

お問合せ・ご予約
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

　現役のケアマネジャーが、介護保険制度
の内容や、ケアマネジャーの役割について解
説。さらに講座には、内科の谷藤千暁医師も
同席し、医学的な観点から、介護保険を説
明していきます。「介護保険についてよくわ
からない」という方におすすめの内容です。

介護保険、ケアマネジャーについて ～みんなで支え合う
　介護保険制度について学びましょう～

医学講座
参
加
無
料

オンラインで
自宅視聴も！

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

9月30日（金）
14：00から

日 時 講 師

谷藤 千暁 医師竹内すなおケアマネジャー
ふれあい横浜ホスピタル

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

943 9458 1647

546954 予約
不要

開始１０分前〔9/30金１４：５０〕以降
に上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

　子宮筋腫は、女性の4～5人に1人の割
合で発症する身近な病気です。過多月経、
頻尿、腹部膨満感などをはじめ、さまざまな
症状を呈し、治療方法は年齢や症状によっ
て異なります。この病気について、当院の
産婦人科医師が、詳しく解説します。

知っておきたい女性の疾患「子宮筋腫」のお話　

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

9月30日（金）15：00～16：00〈予定〉日 時

講 師 康心会汐見台病院　
  　　  産婦人科    金 里阿  医師

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟
産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟 小児科病棟

障害者病棟

康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給212,000円～

（総務課・岩淵）同院

詳細は、下記へお問合せください。またはQRコードから内容をご確認ください。

045-827-2637 ht-hosp@fureai-g.or.jp

MSW
急募！急募！ ふれあい東戸塚ホスピタル

■ 社会福祉士の資格をおもちの方
■ 保育所完備で、子育て世代も安心！
■ 東戸塚駅から楽々、無料バス通勤♪

書類 面接選考

虫歯より怖い

歯の土台が溶けていく⁉︎
歯周病の予防を

関内駅から徒歩３分

今夏、歯科診療スタート！
ふれあい横浜ホスピタル

を
送
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
の
口

腔
環
境
に
対
す
る
関
心
が
下
が
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
歯
科
へ
の
受

診
控
え
も
起
こ
り
、
虫
歯
リ
ス
ク

が
高
い
状
況
で
す
。

　

当
院
で
は
、
感
染
対
策
を
し
っ

か
り
と
行
な
い
な
が
ら
診
療
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
来
院
く
だ

さ
い
。
診
療
日
や
診
療
時
間
に
つ

い
て
は
、
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

科
外
来
は
、
内
科
な
ど
に
か
か
ら

れ
て
い
る
通
院
中
の
方
や
、
入
院

患
者
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、
ど
な

た
で
も
ご
受
診
可
能
な
外
来
と
し

て
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
で
は
、治
療
は
も
ち
ろ
ん
、

お
口
の
中
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
歯
石

の
除
去
な
ど
の
『
口
腔
ケ
ア
』
を

目
的
と
し
た
ご
受
診
も
可
能
で

す
。
オ
フ
ィ
ス
街
に
あ
る
立
地
を

活
か
し
、
会
社
勤
め
の
方
や
、
通

勤
・
ご
帰
宅
途
中
に
、
お
気
軽
に

お
寄
り
い
た
だ
け
る
歯
科
外
来
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
」

訪
問
歯
科
の
実
績
を
活
か
し
て

　
「
当
院
で
は
こ
れ
ま
で
、
歯
科

医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
『
訪

問
歯
科
』
を
行
な
っ
て
き
た
実
績

が
あ
り
ま
す
。
当
院
が
所
属
し
て

い
る
『
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
』
の

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
を

対
象
と
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
状
や
年
齢
層

の
方
に
対
し
、
口
腔
医
療
を
提
供

し
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
歯
科

部
門
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
社
会
全
体
に

お
い
て
、
歴
史
上
か
つ
て
な
い
程

の
長
期
間
に
わ
た
る
マ
ス
ク
生
活

　

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３

分
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
で
は
、
今
夏
か
ら
、
歯

科
外
来
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
８

月
下
旬
に
開
設
予
定
）。
同
院
の

担
当
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）「
当
院
の
歯

だ
け
で
な
く
、
慢
性
化
す
る
と
、

心
臓
疾
患
や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
の

悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

長
引
く
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ

て
、
歯
科
の
受
診
を
控
え
て
し
ま

う
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
感
染

対
策
を
し
た
上
で
、
必
要
な
治
療

は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

は
、
そ
の
歯
を
支
え
て
い

る
土
台
を
壊
し
て
し
ま
う

の
で
、
次
第
に
歯
が
抜
け

落
ち
て
い
く
怖
い
病
気
で

す
。歯

石
の
除
去
も
大
事

　

歯
周
病
を
引
き
起
こ
す

原
因
は
、「
プ
ラ
ー
ク
」（
歯

垢
）
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
ば
い
菌
の
集
合
体
で

す
。
固
ま
る
と
、「
歯
石
」
に
な

り
ま
す
。
歯
周
病
の
予
防
に
は
、

毎
日
の
歯
磨
き
の
ほ
か
、
定
期
的

に
歯
科
外
来
で
歯
石
を
除
去
し
て

も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

心
臓
や
脳
の
病
気
に
影
響

　

歯
周
病
は
、
歯
が
抜
け
落
ち
る

　
「
歯
周
病
」
と
は
、
歯
ぐ
き
や

そ
の
内
側
に
あ
る
骨
が
壊
れ
て
し

ま
う
病
気
で
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
歯
を
悩
ま
せ
る

「
虫
歯
」
は
、
歯
そ
の
も
の
を
壊

す
も
の
で
す
が
、
歯
周
病
の
場
合

プラーク
（歯垢）

歯石

歯肉の炎症
や出血

歯槽骨が
溶けている

健康な
歯槽骨

健康な
歯肉

正 常 歯周病

オフィス街にあるふれあい横浜ホスピタル

ふ
れ
あ
い

横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

神
奈
川
県
で
多
い「
胃
が
ん
」と「
結
腸
が
ん
」

便
が
数
少
な
い
手
掛
か
り
の
一
つ
に
！

無
症
状
者
が
多
い
か
ら
こ
そ
見
逃
さ
な
い
で

　
　

  

〜
よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
ま
す
〜

     

早
期
に
発
見
す
れ
ば「
が
ん
」で
も
完
治
へ

 

手
術
や
抗
が
ん
剤
、大
学
と
連
携
治
療
も

治
療
方
針
の
決
定
が
な
さ
れ
ま

す
。
ポ
リ
ー
プ
や
初
期
の
が
ん
が

発
見
さ
れ
れ
ば
、
大
き
さ
に
よ
っ

て
は
検
査
中
に
切
除
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
内
視
鏡
で
切
除
困
難

で
あ
る
場
合
は
、
腹
腔
鏡
手
術
や

開
腹
手
術
が
選
択
さ
れ
ま
す
」。

　
（
横
田
医
師
）「
当
院
で
は
、
検

診
か
ら
術
後
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
が

ん
の
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
よ
り

良
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
医
療

体
制
を
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
」。

康
心
会
汐
見
台
病
院
（
磯
子
区
）

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

　

当
院
の
外
科
へ
便
潜
血
検
査
の

結
果
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
内
視

鏡
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
担
当
医

と
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
」。

【
よ
く
あ
る
質
問
②
】

　
内
視
鏡
は
検
査
だ
け
を
す
る
の

で
す
か
？
治
療
も
し
ま
す
か
？

　
（
栗
原
医
師
）「
内
視
鏡
で
は
、

病
気
の
有
無
や
異
常
を
調
べ
た
り

【
よ
く
あ
る
質
問
①
】

　
健
康
診
断
で
便
潜
血
が
陽
性
で

し
た
が
、血
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　
（
田
邉
医
師
）「
便
潜
血
検
査
で

陽
性
に
な
っ
た
場
合
は
、
絶
対
に

放
置
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
胃
が

ん
や
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
か
ら
で
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
に
は
、
計
10
名
の
外
科
医
師

（
常
勤
４
名
、非
常
勤
６
名
／
22
年
８
月
現
在
）が
所
属
し
、

腹
腔
鏡
手
術
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

れ
ら
の
症
状
が
全
く
出
な
い
人
も

い
ま
す
。
し
か
し
、腫
瘍
（
が
ん
）

か
ら
出
血
す
る
と
、
貧
血
や
黒
い

便
（
黒
色
便
）
が
現
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
発
見
の
手
掛
か
り
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。

痔
と
判
断
す
る
の
は
危
険

　

便
で
が
ん
を
発
見
で
き
る
と
い

え
ば
、
大
腸
が
ん
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
当

然
、
血
便
な
ど
の
排
便
異
常
は
、

結
腸
や
直
腸
に
が
ん（
大
腸
が
ん
）

が
で
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
痔
と
思
い
込
ん
で
し

ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き
た
場

合
は
、
内
視
鏡
に
よ
る
切
除
を
行

な
い
、
短
期
間
で
復
帰
で
き
る
症

例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

腫
瘍
か
ら
の
出
血
で
黒
色
に

　

胃
が
ん
は
、
初
期
の
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
次
第
に
み
ぞ
お
ち

の
痛
み
（
心
窩
部
痛
）
や
不
快
感
・

違
和
感
、
胸
や
け
、
吐
き
気
、
食

欲
不
振
な
ど
が
現
れ
ま
す
が
、
こ

　

神
奈
川
県
の
統
計
で
、
県
内
の

が
ん
罹
患
者
で
最
も
多
い
の
は
、

性
差
に
よ
る
が
ん
部
位
を
除
く

と
、
男
性
で
は
「
胃
が
ん
」、
女

性
で
は
「
結
腸
が
ん
」
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
＝
左

円
グ
ラ
フ
。

　

が
ん
治
療
の
原
則
は
、
手
術
で
腫
瘍
を
完
全
に
切

除
す
る
こ
と
で
す
。
内
視
鏡
で
の
切
除
は
、
術
後
の

癒
着
・
出
血
・
痛
み
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

出典：「神奈川県のがん登録（第45報）」2022年3月

前立腺

乳房

子宮

胃

結腸

肺

胃

膵

膵

口腔・咽頭
その他

その他

結腸

直腸

直腸

卵巣
皮膚

悪性
リンパ腫

膀胱
食道

肝・肝内胆管

16.5％

25.1％

10.0％

13.9％

12.6％

13.4％
12.7％

肺
8.5％

8.0％

6.6％

4.8％

5.3％
4.2％

4.2％

3.9％
3.6％
2.7％

2.9％
2.9％
2.7％

男性
39,588人

女性
30,531人

がんの部位別罹患割合
神奈川 -2018年-

取材協力
康心会汐見台病院 

康心会汐見台病院
外科科長・消化器外科部長

田邉 浩悌 医師

康心会汐見台病院
外科

栗原 正輝 医師

康心会汐見台病院
外科

横田 徳靖 医師
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お申込み
お問合せ ☎０45-681-2951 横浜市中区万代町2-3-3

シニアホテル横浜
居室「タイプ2」21.7㎡（約１４畳）の場合

入居一時金…1,400万円（非課税）
月額…22万2,910円（税込）〔3食×30日の食費込み〕 

〈その他の費用〉
 ・自立の方・・・健康管理費2万2,000円/月
 ・介護認定されている方・・・介護保険の利用料  
 ・医療費、おむつ代など

費
用
例

JR

日ノ出川
公園

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

関
内
駅

首
都
高
速

横浜文化
体育館

万代町
１丁目

万代町
２丁目

当ホーム
ここ

電車 JR「関内駅」南口から徒歩３分または
　　　　　地下鉄「伊勢佐木長者町駅」２番出口から徒歩３分
車 首都高速横羽線「横浜公園IC」または
　　　　　同狩場線「阪東橋IC」から３分

ア
ク
セ
ス

医療と介護の一体型施設を徹底解説

先着順
各日２組さま限定
（完全予約制）

9／10（土）
　 ～25（日）

無料の施設見学会

医療＋介護
ココ！

こだわりの居
室

ココ！

駅近の立地
！！

ココ！
ホテル仕様

ココ！

同じ建物内の１階～９階は、
連携病院「ふれあい横浜ホスピタル（全８７床）」。
受診はエレベーターで降りるだけの環境で、
土日を含め３６５日にわたり医師が勤務しています。
定期的な通院・検査はもちろん、ワクチン接種や、
緊急時・夜間の受診が同一建物内ですみます。

全居室に浴室・トイレを完備。
介護スタッフは
２４時間３６５日勤務し、
日中は土日・祝日も含めて
看護師が常駐。
プライバシーと安心感がそろった
住空間です。

横浜の中心地・関内エリアにあり、
JR・地下鉄とアクセスが良好で
お出かけやショッピングを気軽に楽しめます。
館内からは、港町・横浜ベイエリアも
眺望できます。

ホテルだった建物を改装した
館内は、ゆったりとした
面影と気品があります。
介護が必要になっても、
基本的に転居の必要がなく、
住み慣れた居室で
介護を受けることができます。

イメージ

イメージ

居室（タイプ２）

ラウンジ（１７階）

介護付有料老人ホーム

シニアホテル横浜 衣・食・住がそろう
　理想的な老人ホーム

ふれあいグループ

医療がそばにある安心感と、
関内駅から徒歩３分の利便性を
兼ねそろえた老人ホームです。

関内駅
徒歩３分

ふれあい横浜ホスピタル
中区万代町２‒３‒３

ご応募は、お電話またはメールで！

045（681）5101
fureyoko_soum1@fureai-g.or.jp

勤務地

JR 関内駅または
地下鉄伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分！

メ
ー
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ

■ 通所リハビリテーションの担当
■ 介護職員初任者研修修了者
■ 今回は４名募集

介護
職員

常
勤
ス
タ
ッ
フ
募
集

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！
パート
時給1050円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

応募・問合せ ふれあい鶴見ホスピタル 045（586）1717

池谷戸

首
都
高
速

JRJR新子安駅 生麦駅 京急鶴見駅

シャトル
バス
乗り場 第二京浜1

京急線京急線

シャトル
バス
乗り場

勤務病院ココ

通勤に新子安駅などから無料シャトルバスの
利用が可能。生麦駅からは、徒歩約10分です。

これらの経験がない方でも
是非

ご応募ください！

優遇します！
● 経験10年以上
● 管理職を目指す方
● レスピレーターを扱える方
● 療養病棟での勤務経験

詳細・応募は
こちらでも▼

年間休日１２１日！鶴見ホスピタルで看護師募集！

一次選考：書類

応募先（勤務地）

横浜市泉区中田南4-3-23
市営地下鉄「中田駅」から徒歩5分

045-803-3221
fcl-izumi@fureai-g.or.jp

選考方法

書類選考
面接

人物重視で採用します！

ふれあいクリニック泉 総務課（事務）月給23万円～
〈経験10年例〉事務

常勤スタッフ募集！
（医療業界の経験不問）

30代
活躍中！

　

○
…
着
任
し
て
か
ら
10
年

目
と
い
う
節
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。「
今
は
新
型
の
感
染
症
の

流
行
が
あ
り
、
日
々
、
医
療

が
直
面
す
る
課
題
は
異
な
り

ま
す
が
、
現
場
で
は
、
真
摯
に

患
者
さ
ま
と
向
き
合
い
、
適
切

な
対
応
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

外
来
医
長
を
務
め
な
が
ら
、

Ｅ
Ｒ
（
救
急
診
療
室
）
も
担

当
し
、
さ
ら
に
毎
週
、
当
直

医
と
し
て
現
場
に
立
つ
精
力
的

な
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

○
…
脳
神
経
外
科
で
は
、

主
に
外
来
の
ほ
か
、
脳
血
管
疾

患
の
病
棟
（
入
院
）
診
療
を

受
け
持
ち
、「
脳
卒
中
（
脳
梗

塞
や
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出

血
な
ど
）
の
急
性
期
治
療
を
終

え
た
方
が
、
回
復
期
と
い
う
限

定
さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
効
果
が
高

い
期
間
に
、
身
体
機
能
の
回
復

の
た
め
の
専
門
療
法
（
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
を
受
け

る
た
め
に
、
当
院
へ
転
院
さ
れ

て
く
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
と
て

も
多
い
で
す
。
さ
ら
に
当
院
は
、

人
工
透
析
治
療
も
行
な
っ
て
い

る
病
院
な
の
で
、
そ
の
特
性
を

活
か
し
、
患
者
さ
ま
に
リ
ハ
ビ

リ
と
透
析
を
並
行
し
て
、
安
心

感
を
も
っ
て
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
脳
神
経
が
関
わ
る
病

気
は
、
決
し
て
頭
部
だ
け
で
は

な
く
、「
頚
椎
や
腰
椎
の
障
害

を
抱
え
る
患
者
さ
ま
も
担
当

し
ま
す
。
ど
の
患
者
さ
ま
に
対

し
て
も
、
大
き
な
病
気
の
患
部

だ
け
で
は
な
く
、
血
液
検
査
の

数
値
を
は
じ
め
、
全
身
を
し
っ

か
り
診
て
い
き
ま
す
」
と
、
誠

実
な
言
葉
が
続
き
ま
し
た
。

この「人」に聞く

   

救
急
対
応
も
率
先
し
て
受
け
る

　
　
　
　
　  

医
長
と
し
て
の
総
合
力

土屋 喜照 医師
 （つちや よしあき）　　　　

ふれあい鶴見ホスピタル
【脳神経外科】

日本プライマリ・ケア連合学会 認定医

脳
卒
中
も
予
防
で
き
る
！

自
分
の「
発
症
し
や
す
さ
」を
知
ろ
う

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
脳
ド
ッ
ク

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
脳
神
経
外
科

の
外
来
診
療
の
ほ
か
、
脳
卒
中
の
起
こ
り
や
す
さ
を

診
断
す
る
「
脳
ド
ッ
ク
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
の
病
気

で
あ
り
、
血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗

塞
」
や
、
血
管
が
破
れ
て
出
血
す

る
「
脳
出
血
」
ま
た
は
「
く
も
膜

下
出
血
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

る
病
歴
を
も
つ
血
縁
者
が
い
る
人

に
も
起
こ
り
や
す
く
、
生
活
習
慣

で
は
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
、
運
動
・

睡
眠
不
足
な
ど
が
深
く
関
係
し
て

い
ま
す
。
半
身
の
脱
力
感
・
し
び

れ
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
物
が

二
重
に
見
え
る
、
目
の
前
が
暗
く

な
る
、
突
発
的
な
激
し
い
頭
痛
、

嘔
吐
、
意
識
障
害
な
ど
は
、
脳
卒

中
を
発
症
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

〈
取
材
協
力
〉

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎︎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

　

脳
卒
中
は
、
一
度
発
症
す
る
と

永
続
的
な
後
遺
症
を
抱
え
る
場
合

が
多
く
、
ま
た
、
病
気
自
体
も
生

命
に
関
わ
る
た
め
、
適
切
な
予
防

や
治
療
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

脳
卒
中
の

予
防
に
は
、

定
期
的
な
健

康
診
断
の
ほ

か
、
脳
血
管

を
詳
し
く
診

る
「
脳
ド
ッ

ク
」
を
受
け

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

微
小
な
病
変
も
検
出

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
脳
神
経
外
科
を
専
門
と

す
る
医
師
（
土
屋
喜
照
医
師
＝

今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹

介
＝
ほ
か
）
や
、
日
本
脳
ド
ッ

ク
学
会
会
員
の
医
師
が
、「
脳

ド
ッ
ク
」
の
検
査
結
果
を
読
影
診

断
し
て
い
ま
す
。
同
院
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
「
脳
卒
中
の
危
険
因
子
で
あ
る

肥
満
／
高
血
圧
／
糖
尿
病
／
脂
質

異
常
／
喫
煙
歴
な
ど
を
問
診
や
血

液
検
査
で
調
べ
、
脳
や
頭
頚
部
血

管
に
対
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
中
心
と
す

る
画
像
診
断
を
行
な
っ
て
、
受
診

者
さ
ま
の
脳
卒
中
の
起
こ
り
や
す

さ
を
判
断
す
る
の
が
、『
脳
ド
ッ

ク
』で
す
。
診
断
結
果
に
よ
っ
て
、

脳
卒
中
に
備
え
る
こ
と
（
予
防
）

が
可
能
に
な
り
ま
す
」。

　

脳
卒
中
は
、
脳
動
脈
瘤
に
関
す

脳卒中の種類

くも膜

くも膜下
出血

脳動脈が切れ
膜の下で出血

脳出血
血管が破れて
出血

脳梗塞
血管が詰まる

脳卒中の危険因子（肥満、高血圧、糖尿
病、喫煙・飲酒歴など）も調べ、頚動脈
の超音波や心電図、血液検査を
併用して専門医が総合的に診断。

脳や頭頚部をMRIで検査

脳動脈瘤
（３mm以上）

脳萎縮 微小出血
動脈硬化性変化
無症候性脳梗塞

脳ドックとは？
MRI

2



総合型選抜
出願受付開始！！
試験日程 10月9日（日）【出願期間】

9月1日( 木 )～9月30日( 金 )

理科（化学）と小論文のみで受験可能

湘南医療大学
薬学部 2022年 4月

薬学部棟新設

046-233-5110

看護師または准看護師
５名

保育園が無料！ 車通勤もOK♪

医療法人社団 さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集
人  数

勤務地

いずれかの免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はこちら
から！または
お電話でも♪

◀

夜勤専従者夜勤専従者介 護
スタッフ
介 護
スタッフ

常勤
非常勤
◆介護職員初任者研修修了者
◆常勤月額170,600円～＋介護加算手当
◆未経験者 歓迎
    〈介護資格の有無についてはお問い合わせください〉
◆59歳まで（60歳定年制のため）

ほか

応 

募

面 接

採用へ！

045（827）2707
ht-senior@fureai-g.or.jp

シニアホテル東戸塚イーストウイング
横浜市戸塚区上品濃16-8

急募

消防設備士
未経験の方も！プロフェッショナルな

になりませんか？

＊

＊職業訓練校（ビル設備関連）の修了生など

会社名

必須資格

年  齢

月  給

有限会社エフ.アンド.ユアライフ
所在地／茅ヶ崎市円蔵370-20

甲種消防設備士 資格
他種の消防資格の取得支援制度あり

、普通自動車免許
185,000円～300,000円

☎0467-84-6680
59歳まで（60歳定年制のため）

応  募 お電話で。
病院・施設・学校などにおける
消防設備の点検や管理業務です。

医療事務 総務課・欠畑

QRコードから→

電話
☎0467-83-9111
　　　    
インターネット３名/資格不問

職 種

人数/資格
応  

募
170,600円～月 給

茅ヶ崎市西久保500
湘南東部総合病院 茅ケ崎駅・香川駅・寒川駅

または茅ヶ崎市内各所から
無料シャトルバス運行中！

通勤利用OK♪

求人

す
る
専
門
職
（
国
家
資
格
）
で
す
。

さ
ら
に
、
摂
食
・
嚥
下
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
場
合
に
も
、
専
門
的

な
対
応
を
行
な
い
ま
す
。

　

臨
床
の
現
場
で
は
、
知
識
や
技

術
の
ほ
か
に
、観
察
力
や
想
像
力
、

　
「
言
語
聴
覚
士
」
と
は
、
こ
と

ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
問
題
が
あ
る
人
に
対
し
、
効
果

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
そ
の
人
が
自
分
ら
し
い

生
活
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
支
援

〜
病
院
で
働
く
人
②
〜  

話
す
・
聞
く
・
食
べ
る
の

　

 

プ
ロ
療
法
士「
言
語
聴
覚
士
」

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖１-６-11
（JR茅ケ崎駅北口から徒歩１8分）
☎0467-88-6611
https://www.crc.ac.jp

人間の営みを支える大切な手段の「こと
ば」や、「話す」「聞く」といったコミュニ
ケーションに不自由を抱えている人、また
は摂食・嚥下などの障害に対して、専門的
な知識や訓練によって支援する療法士。｠

言語聴覚士とは…

9/
  10土  17土
10/

  
1土

学校説明会 言語聴覚学科
各日10：00～

的
確
に
内
容
を
伝
え
る
た
め
の
表

現
力
と
、
常
に
冷
静
に
対
象
者
と

接
し
な
が
ら
適
切
な
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
言
語
聴
覚
学
科
」
を
設
置
し

て
い
る
「
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
学
校
」
は
、
障
害
の

有
無
や
、
年
齢
・
性
別
の
差
異
、

文
化
・
国
籍
の
違
い
な
ど
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
の
人
に
公
平
に
接
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
リ
ハ

ビ
リ
療
法
士
の
養
成
校
で
す
。
言

語
聴
覚
士
の
育
成
に
は
、
問
題
を

深
く
理
解
し
思
い
や
り
を
も
っ
て

“
対
象
者
中
心
の
言
語
聴
覚
療
法
”

を
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
丁
寧
な

教
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
８・６
６
１
１

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
南
湖
１
の
６

の
11

り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
注
目
を

浴
び
て
い
る
感
染
対
策
の
話
題

や
、
先
端
医
療
に
関
す
る
こ
と
ま

で
、
一
般
の
人
に
わ
か
り
や
す
く

講
義
す
る
の
で
、
気
軽
に
学
べ
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
は

お
問
合
せ

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃１６-48
（JR東戸塚駅西口から徒歩15分）
☎045-821-0111
https://sums.ac.jp/

開催日
10／
   29
　 土曜日

3／   25
　土曜日

11／
   19
　 土曜日

◆ 行動を変えたいあなたに贈る処方箋
　　　　　 ～日常生活に活かす行動理論～ 
◆ 放射線のこと
    ～身近な放射線から医療・エネルギー利用まで～ 
◆ タンパク質の老化と病気
◆ 「手をきれいに洗いましょう」手洗いの実際
◆ こころの健康と作業療法
◆ １００歳まで脳を元気に
◆ 脳卒中の方の歩き方のコツ
◆ アレルギー反応のいろいろ

演 題 講 師

申
込
み

お申込みはこちらから！

2022年度

湘南医療大学市民公開講座

2023年 

※日にち、テーマは変更する場合があります。ホームページで必ずご確認ください。

保健医療学部
　小林和彦 教授
薬学部
　加藤英明 准教授
薬学部
　高橋央宜 教授

薬学部
　定本清美 教授

　寺本明 副学長

保健医療学部
　渡部節子 教授

保健医療学部
　大村優慈 講師

保健医療学部
　三川年正 准教授

同
大
学
で
、
医
学
や
薬
学
、
衛
生

な
ど
の
各
分
野
で
実
際
に
教
鞭
を

と
っ
て
い
る
教
授
や
准
教
授
な
ど

で
す
。

▽
10
月
29
日
㈯

「
行
動
を
変
え
た
い
あ
な
た
に
贈

る
処
方
箋
～
日
常
生
活
に
活
か
す

行
動
理
論
～
」

保
健
医
療
学
部  

小
林
和
彦 

教
授

　
　
　
　

同
日
に
他
１
講
座
あ
り

▽
11
月
19
日
㈯

「
タ
ン
パ
ク
質
の
老
化
と
病
気
」　  

             

薬
学
部  

高
橋
央
宜 

教
授

　
　
　
　

同
日
に
他
２
講
座
あ
り

▽
２
０
２
３
年
３
月
25
日
㈯

「
１
０
０
歳
ま
で
脳
を
元
気
に
」　      

 

湘
南
医
療
大
学 

寺
本
明 

副
学
長

　
　
　
　

同
日
に
他
２
講
座
あ
り

　

参
加
は
無
料
。
開
始
時
間
や
詳

細
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
。
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必

要
な
の
で
、
興
味
が
あ
る
人
は
早

め
の
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
湘
南
医
療
大
学

☎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
１

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃

16
の
48

２
０
２
２
年
度
公
開
講
座  

手
洗
い
方
法
か
ら
脳
科
学
ま
で

　
　

  

気
軽
に
学
べ
る
市
民
講
座

湘
南
医
療
大
学

　

Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
徒
歩

15
分
に
あ
る
「
湘
南
医
療
大
学
」

で
は
、
一
般
向
け
の
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
医
療
大
学
と
し

て
の
特
性
を
活
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
編
集
を
施
し
た
内
容
で
あ

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

半
日
で
も
本
格
的
な
リ
ハ
ビ
リ

短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
能
訓
練
を
受
け
た
い
要
介
護
者
へ

短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
活
用
を

目
的
に
よ
っ
て
時
短
が
可
能
に

利
用
者
さ
ま
の
目
標
や
課
題
に
合

わ
せ
た
内
容
の
提
供
、
ま
た
は
体

の
状
態
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、『
日
常
生
活
で
自
由

に
外
出
し
た
い
』
と
い
う
ご
希
望

を
も
つ
利
用
者
さ
ま
に
対
し
て

は
、
バ
ス
の
乗
降
練
習
や
野
外
歩

行
の
訓
練
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間

も
あ
り
、
各
種
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
を
利
用
し
た
訓
練
や
、
ご
自

宅
で
実
施
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

Ｑ
．
貴
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
は
「
短
時
間
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
の
で

実
践
的
な
内
容
が
多
い
の
で
す

が
、
医
師
が
常
駐
し
て
い
る
病
院

内
で
あ
る
た
め
、
万
が
一
の
際
も

安
心
の
環
境
で
す
。
是
非
、
当
院

の
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

　
担
当
／
米
田
さ
ん
、
杉
山
さ
ん

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
が
多

く
所
属
し
て
い
る
利
点
を
活
か
し

て
、
介
護
認
定
を
受
け
、
主
治
医

か
ら
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
必
要
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
方

に
対
し
、
専
門
療
法
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
一
般
的
な
手
や
足
の
動

き
の
訓
練
だ
け
で
な
く
、
言
葉
の

練
習
や
、
飲
み
込
み
の
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い

内
容
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い

る
の
か
、
大
ま
か
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
個
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
20
分
（
医
療
機
関

か
ら
の
退
院
直
後
は
40
分
）

の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
病
院
の
中
で
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

る
の
で
す
か
？
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
は
、
医
療
従
事
者
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
、
そ
う
で
す
。
当
院

「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

は
地
域
病
院
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の

国
家
資
格
を
も
つ
理
学
療
法
士
・

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」で
は
、

「
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

で
受
け
ら
れ
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま

す
。

食
事
な
し
で
帰
宅

　

１
時
間
以
上
２
時
間
未
満
の
も

の
は
、「
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ

も
介
護
保
険
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
し
か
し
、
入
浴
や
食

事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

付
帯
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
な
く
、
身

体
機
能
の
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
に
特
化
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
受
診
す
る
「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
外
来
」
の
よ
う
な
感

覚
と
考
え
る
と
、
理
解
し
や
す
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
、
施
設
に
入
所
せ
ず
に
普
段
は

自
宅
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
人

が
、
必
要
な
訓
練
を
受
け
る
た
め

に
、
定
期
的
に
日
中
に
リ
ハ
ビ
リ

施
設
に
通
う
も
の
で
す
。

　

多
く
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
昼
食
を

は
さ
ん
で
午
前
か
ら
夕
方
ま

で
の
時
間
帯（
６
時
間
程
度
）

で
、
リ
ハ
ビ
リ
以
外
に
も
入

浴
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
短
時
間

　

後
遺
症
な
ど
を
抱
え
る
人
に
、

リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
「
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

退院してリハ
ビリが

なくなり生活
が不安…

入浴や食事
はいらな

いけど、リハ
ビリは

　　　　　
 したい！

夕方までの通所リハは疲れる…

医療保険で
の

リハビリが
終了…

このような人は「短時間通所リハ」！

～10：00
10：00-
      10：10
10：10-
      10：20
10：20-
      10：40

10：40-
      11：40

11：40～

施設送迎車で自宅までお迎え

● お茶（飲水）

● 自主トレーニング
● リハビリの指導
● 嚥下体操、栄養改善指導 など

● 個別リハビリテーション

帰宅準備、順次帰宅へ

● 血圧測定  ● 健康チェックなど

ふれあい東戸塚ホスピタル

取材協力

短時間 通所リハビリテーション
午前の場合

3



当院のホームページ上に動画をアップ！

公開日以降に、
当院のホームページの中で
動画を自由に
ご視聴いただくことが可能です。

※インターネット環境が必要です。
　（Wi-Fiでの視聴をお勧めしております。）

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

　毎日の食事内容について、気を付けてい
ますか？人間の体をつくる基本は、食事に
あります。健康な生活を送るために、欠か
せない食事について、当院の管理栄養士
がわかりやすく解説します。是非ご視聴い
ただき、ご家庭の食卓に活かしてください。

健康な体作りの為のお食事について（仮題）　

講 師 ふれあい東戸塚ホスピタル  小西 香奈  管理栄養士

Web動画 お好きな時間にPC ⁄ スマホ ⁄タブレットで何度でも！
医学講座視

聴
無
料

9月28日（水）から公 開

会場へ入場参加ができます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

会場参加には
事前予約が必要
です（20名様まで）。
オンライン参加は、
当院ホームページで
視聴方法をご確認
ください。

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅

首
都
高
速

京急線

池
谷
戸

JR

1
シャトルバス
乗り場
★お問合せ・ご予約

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

　「腎臓って何をしている臓器？」「慢性腎
不全って聞いたことはあるけれど、どんな病
気かよく知らない」…。そんな声にお応えし
て、あまり知られていない腎臓の機能を紹
介します。講座で腎臓の大切さを学び、腎
臓をいたわる生活を心掛けていきましょう！

腎臓の役割、知っていますか？～意外に知られていない腎臓機能～

医学講座
参
加
無
料

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

9月２7日（火）
13：00~14：00

日 時 講 師

池田 学 臨床工学技士
ふれあい鶴見ホスピタル

ふれあいグループ

各職種に常勤・非常勤あり  ◆電話（☎0467-88-1263担当/金子・安野）でのお問合せ・ご応募もOK！

～医療・介護・福祉・教育の関連施設（主に神奈川県内）でのお仕事をご案内～

ご応募

お住まいと職場をマッチング‼
便利な
QRコードで
エントリーを！ 追ってご連絡致します。

から

❶ ❷
ふれあいグループ

ご連絡を差上げます

などなど…

たくさんの
職種が
 あります♪

人事/経理

ドライバー
介護士

看護師の免許はないけれど、病院で働きたい。

医療貢献がしたい！！
家庭での看護経験を活かしたい…。

やさしさと気遣いをもって仕事に臨みたい！
このような方は、
当院での看護補助の
仕事をお考えください。

詳細はこちら⬇詳細はこちら⬇

不安や迷い
は

一度、現場
見学

して考えて
みませんか

？

綾瀬厚生病院 （担当 /南・今鷹）
ご応募・
お問合せ 0467-77-5111

看護補助常勤でも！非常勤でも！ スタッフ大募集♪

　

東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
て

い
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、「
循

環
器
内
科
」
の
外
来
診
察
を
週
４
枠
で
行
な
っ
て
い

ま
す
。
担
当
の
田
中
医
師
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

が
起
こ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
人
に
よ
っ
て
は
痛
み
が
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
り
、
症
状
が
軽

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
覚
症
状
の
強
さ
と

病
気
の
重
症
度
は
、
必
ず
し
も
一

致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。『
こ

の
く
ら
い
、
大
丈
夫
』『
朝
ま
で

様
子
を
み
よ
う
』
な
ど
と
、
無
理

に
我
慢
す
る
の
は
禁
物
で
す
。
心

臓
の
痛
み
や
違
和
感
が
あ
れ
ば
、

迷
わ
ず
病
院
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」

　

︱
︱
︱ 

心
臓
や
胸
の
異
常
を

抱
え
て
い
る
場
合
は
、
な
ぜ
「
循

環
器
」
と
い
う
診
療
科
が
治
療
を

行
な
う
の
で
す
か
？
そ
も
そ
も
、

循
環
器
と
は
何
で
す
か
？

　

特
に
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
抱

え
て
い
る
人
は
、
そ
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

夏
は
こ
ま
め
に
摂
取
を

　

夏
の
心
筋
梗
塞
は
、
発
汗
・
脱

水
を
契
機
と
し
て
発
症
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
比
較
的
若
い
世
代

（
50
代
以
下
）
に
も
起
こ
り
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
だ
け

で
な
く
、
夏
は
屋
内
で
も
こ
ま
め

に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
日
頃
か
ら
、
禁
煙
を
し
た

り
、
塩
分
・
糖
分
・
脂
肪
分
の
過

剰
摂
取
を
控
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
と
適
度
な
運
動
を
意
識
し

て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
「
循
環
器
と
は
、
体
液
を
体
に

循
環
さ
せ
る
た
め
の
器
官
を
指
し

ま
す
。
で
す
か
ら
、
血
管
や
リ
ン

パ
管
、
そ
し
て
臓
器
で
は
心
臓
が

該
当
し
、『
循
環
器
内
科
』
で
は
、

そ
れ
ら
を
専
門
的
に
診
療
す
る
科

目
と
し
て
存
在
し
ま
す
。
心
筋
梗

塞
や
狭
心
症
、
動
脈
硬
化
な
ど
に

関
す
る
治
療
に
長
け
た
医
師
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
循
環
器
内
科
の
外

来
診
察
日
を
、
月
曜
日
午
前
／
火

曜
日
午
後
／
水
曜
日
午
後
／
木
曜

日
午
前
と
、
週
４
枠
に
わ
た
っ
て

設
け
て
お
り
ま
す
。

　

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
ほ
か
、

高
血
圧
症
な
ど
の
治
療
、
ま
た
は

息
切
れ
・
動
悸
・
意
識
消
失
な
ど

も
診
察
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
困
り
の
症
状
は
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
心
臓
の
異
変
は
、
早

め
の
受
診
が
大
切
で
す
」。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

 

◆
循
環
器
内
科

 　
月
Ａ
Ｍ
／
火
Ｐ
Ｍ
／
水
Ｐ
Ｍ

      

／
木
Ａ
Ｍ

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
か
ら
無
料
バ
ス
有

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

血
液
が
濃
縮
さ
れ
る

　

暑
さ
で
大
量
の
汗
を
か
く
と
、

体
内
は
水
分
不
足
に
な
り
、
血
液

が
濃
縮
さ
れ
て
血
栓

が
で
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
心
筋
（
心
臓

を
構
成
す
る
筋
肉
）

に
血
流
を
送
る
「
冠

動
脈
」
に
血
栓
が
で

き
る
と
、
閉
塞
し
て

血
流
が
途
絶
え
、
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
ま

す
。

　

︱
︱
︱ 

心
臓
の
病
気
は
、
大

概
、
ギ
ュ
ッ
と
胸
が
痛
く
な
る
も

の
な
の
で
す
か
？

　
（
田
中
医
師
・
以
下
同
）「
心
臓

の
病
気
は
幅
広
く
、
心
臓
そ
の
も

の
の
構
造
に
障
害
が
起
こ
る
も
の

や
、
心
臓
に
流
れ
る
血
管
が
狭
窄

し
た
り
閉
塞
す
る
病
気
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
心
臓
を
動
か
す
心
筋

に
血
液
が
届
か
な
く
な
っ
て
、
酸

素
不
足
の
状
態
に
陥
る
病
気
の 

『
心
筋
梗
塞
』
は
、
激
し
い
痛
み

　

心
臓
の
病
気
で
あ
る
「
心
筋
梗

塞
」
は
、
冬
に
発
症
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
く
夏
に

も
、
同
じ
よ
う
に
起
こ
り
や
す
い

冠動脈

心臓に血液が
送れず、心筋
が壊死する

心筋梗塞

血流血栓

大
量
発
汗
が
血
栓
リ
ス
ク

50
歳
以
下
も
心
筋
梗
塞
に
注
意

夏
の
特
徴
を
知
っ
て
予
防
を

心
筋
梗
塞

必
ず
し
も
痛
み
と一致
し
な
い
重
症
度

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
Ｈホ
ス
ピ
タ
ルＰ

ふれあい東戸塚ホスピタル
循環器内科

田中 直秀 医師

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

今
す
ぐ
！
猛
暑
の
脳
血
管
対
策

　
脳
神
経
外
科 

石
井
映
幸 

副
院
長

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送

自
宅
内
が
昨
年
よ
り
増
加

　

今
年
の
熱
中
症
発
症
者
は
、
家
の
中
か
ら
の
搬
送

割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
宅
生
活
で
脱
水
症
状
を

起
こ
し
や
す
い
場
面
を
知
り
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
副
院
長
を
務
め
て

い
る
石
井
映
幸
医
師
に
、
夏
に
気
を
付
け
る
べ
き
脳

血
管
の
状
態
に
つ
い
て
、伺
い
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

　

夏
場
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
熱
中
症
」。
熱
中
症
は
、

屋
外
で
起
こ
る
も
の
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
消
防
庁
が
公
表
し
た
今
年

　
「
猛
暑
で
体
調
が
悪
く
な
り
、

め
ま
い
や
吐
き
気
、
ふ
ら
つ
き
な

ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
ま
ず
、
熱

中
症
を
疑
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
脳
神
経
外
科
分
野
と

し
て
は
、
さ
ら
に
注
意
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
『
脳
梗
塞
』
で
す
。
体
の

水
分
が
不
足
し
、
血
液
中
の
水
分

６
月
の
熱
中
症
の
救
急
搬
送
状
況

を
見
る
と
、発
生
場
所
は
「
住
居
」

（
家
の
中
）
が
最
も
多
く
、
さ
ら

に
そ
の
割
合
は
昨
年
よ
り
も
拡
大

も
減
る
と
、
血
液
の
濃
度
が
濃
く

な
り
、
体
内
の
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
す
る
と
、

血
管
の
中
に
血
栓
（
血
の
塊
）
が

で
き
て
血
管
内
で
詰
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
（
こ
れ
を
「
夏
血
栓
」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。
こ
の

血
栓
が
脳
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て

し
ま
う
と
、脳
梗
塞
に
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
生
じ
る
症
状
は
、
熱
中

症
の
症
状
に
似
て
い
る
た
め
、
見

極
め
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
の
場
合
、
熱
中
症
の
症

状
に
加
え
て
、
ま
ひ
が
発
生
し
ま

す
。
顔
や
腕
の
し
び
れ
、
ろ
れ
つ

が
回
ら
な
い
、
力
が
入
ら
な
い
な

ど
も
特
徴
で
す
。
も
し
も
、
そ
れ

ら
が
数
分
で
お
さ
ま
っ
た
と
し
て

も
、
一
時
的
に
血
流
が
戻
っ
た
だ

け
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
放
置

し
た
り
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て

そ
の
ま
ま
で
い
る
と
危
険
で
す
」

運
動
・
入
浴
・
寝
起
き
時
に
水
分

　
「
一
番
の
予
防
法
は
、
熱
中
症

と
同
じ
よ
う
に
、
意
識
し
て
水
分

補
給
を
す
る
こ
と
で
す
。
寝
る
前

／
起
床
時
／
ス
ポ
ー
ツ
中
や
そ
の

前
後
／
入
浴
の
前
後
な
ど
、
発
汗

量
を
上
回
る
よ
う
に
、
水
分
を
取

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
体
調
に
異
変
を
感
じ
た

ら
、
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。
暑
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
皆
さ
ま
、
体
調
管
理
に

は
十
分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
」。

同
院
☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

し
て
い
ま
す
。

高
温
多
湿
に
な
る
場
面
は

　

空
調
の
効
い
た
自
宅
で
も
、
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、
入
浴
時
と
就
寝
時
と
さ
れ
、

特
に
浴
室
の
高
温
多
湿
下
で
は
、

発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま

た
就
寝
時
は
、
空
調
を
切
っ
て
し

ま
う
家
庭
が
多
く
、
自
覚
し
な
い

う
ち
に
脱
水
症
状
が
進
み
、
熱
中

症
に
至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

熱
中
症
の
初
期
症
状
に
は
、
め

ま
い
／
立
ち
く
ら
み
／
肌
の
ほ
て

り
／
倦
怠
感
／
筋
肉
痛
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ

た
場
合
は
、
ま
ず
涼
し
い
場
所
に

移
動
し
、
水
分
と
塩
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。
首
や
わ
き
の
下
を
冷

や
す
こ
と
で
、
体
全
体
の
熱
を
効

率
的
に
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

熱
中
症
は
重
症
化
す
る
と
命
に

関
わ
り
ま
す
。
十
分
な
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

消防庁の報道資料（2022年7月27日発表）より

家の中での
熱中症が増加！

2022年6月

2021年6月

住 居
39.2％

10.4％ 2.0
％ 7.4

％

7.6
％

18.2％10.8％

仕事現場（工場など）

仕事現場（主に外）

学
校
な
ど

屋内（店舗など）

屋外（競技場など）

道路 そ
の
他

住 居
35.0％

9.5％ 3.5
％
9.5
％

6.2
％

19.2％10.7％
そ
の
他

就寝時や浴室で
熱中症リスクが高まる

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

石井 映幸 副院長

熱中症の発生場所の救急搬送割合
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